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　柳田益夫先生が亡くなられて，早くも1年になる。先生と小生との出会いは，
他の専門の先生方とも同様のことであるが，日常では教授会の前後に立ち話しを
する程度の機会しかなかった。ただ，強いて云うならば過去10年の間に，偶然に
も，附属高校の面接の際に面接員として同じ机に席を並べたことが連続して三度
あり，それを機にお互いに屈託なく話すことができるようになったと記憶してい
る。
　数年前のある時，若手の先生の昇格祝いを有志ですることになり，神田のある
スナックで，同席したのがきっかけで，より親しく話す機会を得たようになった。
以後，数回，若手の先生方の昇格祝いや，在外研究の送別会などで事あるたびに
お誘いを受けたことが先生との話すことのできた数少ない機会であった。従って
小生はここでは，断片的，部分的な先生のある一側面しか記すことができないこ
とを断っておきたい。
　ある時，身体運動の話しをしている中で，先生自身の持病のことを小生に打ち
明けられ，その持病が動機で，サイクリングをやり始めたことを話しておられた。
やり始めはともかく，昨今では30㎞や40㎞は極く普通で，景色を眺めるのではな
く，丘や森を速く走る爽快さは他に讐えようがないと云って眼を細めておられた，
現今では，東京周辺では走りにくいため，マイカーに自転車を乗せて，他県にま
で出向くことはあたりまえであるが，最近，多少臆怯になってきたと，都会の雑
踏を嘆いておられたことを思い出す。先生は昨今，話題になっているバイコロジ
スティクの真の実践者であり，時に，身体的運動の効用や健康問題には一言持っ
て居られた，小生のような“体操バカ”で，実技の授業以外は何一つ日常生活で
は運動もしていない者にとって，日常的に運動を生活の中に取り入れ，実践して
いるという話には，その領域を専門としている者にとっては，耳の痛むことであ
り，又，反省させられたことであった。
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　また，先生はアルコールはあまり好まぬようで，二，三杯のビールで，2時間
や3時間の酒席を陽気で独特の饒舌と得意の喉で，その場の雰囲気を盛り上げる
ことが常であった。それにも加えて，先生のレパートリーの広さには他の者の比
ではなく，1200曲以上は知っているとは御本人が豪語しておられた。事実，歌詞
カードも見ずに，どのような歌でも歌いこなしたのは特殊な才能なのであろう。
家で密かに練習をも重ねても居られたようだ。中でも，北島三郎の曲は好きなよ
うで全曲覚えていて，折りにふれて，歌っておられた。声量が豊で，張りのある
高声で楽しんで居られた姿は忘れられない。特に，男こころを鼓舞する詩の歌が
好みのようであった。まさに，“演歌の帝王”の感があった。
　去る’88年の2月に，数名の先生方の在外研究の歓送迎会と昇格祝いを兼ねた会
が持たれた。小生もその3月に在外研究の年であったので声をかけられ参加した。
会も終わりに近い頃，小生に何かやれと先生より指定された。余り気も進まぬ
ま〉，若い頃覚えた当時の流行歌をしどろもどろに歌った折，小生の歌が余りの
稚拙だったため，見るに見かねて先生と一緒に合唱したことがあった。アルコー
ルの力も手伝って共に肩を組みながら蛮声を張りあげたことを思い出す。その時
が柳田先生との最後の別れになってしまったのは何の因果であろうか，小生がロ
ンドン滞在中に先生が入院の報を受け，気にはしていたが，お会いする機会も得
なかったことを大変心苦しく，また，申し訳なく思っている。
　柳田先生の，あの豪放嘉落で，明朗闊達な人柄は小生にとって大変興味があっ
たし，親密感を持てた人柄でもあった。50才中端での他界は，老齢社会になろう
としている現在では，特に天逝といえよう。
　我々同世代を共にした者にとって，先生の急逝は畏怖の念を喚起せざるを得な
い事柄であり，同時に悲嘆に堪えない。願わくば，同世代の同僚共がこのせちが
ない競争社会の軋礫の中で，もがき苦しみ喘ぐ様を静かに見守って頂きたい。
　ここに，心中より哀悼の意を表するとともに，御冥福を祈りつつ筆を置く。
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